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令和６年長崎市平和祈念式典

　
令
和
６
年
11
月
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
26
日（
火
）か
ら
12

月
13
日（
金
）ま
で
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
で
は
物
価
高
騰
対
応
給
付
事
業
・
予
防
接
種
費
や
子
ど

も
医
療
対
策
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
条
例
改
正
で
は
指
定
管
理
者

（
43
施
設
）等
の
指
定
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
長
崎
市
営
松
山
陸
上
競
技
場
の
現
在
地
存
続
を
求
め
る
請
願
」に

つ
い
て
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

６
６
，３
６
７
世
帯
×
３
万
円

＝
19
億
９
，１
０
１
万
円

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
児
童

６
，１
３
３
人
×
２
万
円

＝
１
億
２
，２
６
６
万
円

◆
子
ど
も
医
療
対
策
費

…
１
億
７
，８
０
３
万
３
千
円

　入
院
・
通
院
件
数
が
当
初
の

見
込
み
を
上
回
り
、不
足
額
を

増
額
す
る
も
の
。

◆
原
爆
被
爆
者
養
護
ホ
ー
ム
入

所
措
置
費…１

，５
７
０
万
３
千
円

　国
の
要
綱
改
正
に
伴
い
補

助
単
価
が
増
額
し
た
こ
と
に

よ
り
、不
足
額
を
増
額
す
る
も

の
。

◆
定
期
予
防
接
種
費

…
１
億
８
，７
４
２
万
１
千
円

　Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
）ワ
ク
チ
ン
の
接
種
件
数

が
当
初
の
見
込
み
を
上
回
っ

た
こ
と
等
に
よ
り
、不
足
額
を

増
額
す
る
も
の
。

令
和
６
年
11
月
議
会

一般会計補正予算（総額54億9,600万円）
81議案を可決・同意！

一般会計補正予算（総額54億9,600万円）
81議案を可決・同意！

◆
平
和
推
進
費（
第
11
回
平
和
首

長
会
議
総
会
開
催
負
担
金
）

…
３
，５
０
０
万
円

　広
島
市
と
長
崎
市
で
４
年

に
１
回
、交
互
に
開
催
し
て
い

る
平
和
首
長
会
議
総
会
を
令

和
７
年
８
月
に
長
崎
市
で
開

催
す
る
に
あ
た
り
、そ
の
開
催

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
負

担
す
る
も
の
。

◆
長
崎
被
爆
体
験
者
支
援
費

…
４
８
１
万
９
千
円

　令
和
６
年
12
月
１
日
か
ら

「
第
二
種
健
康
診
断
特
例
区
域

治
療
支
援
事
業
」が
創
設
さ

れ
、第
二
種
健
康
診
断
受
診
者

証
を
所
持
し
て
い
る
者
の
う

ち
、11
の
障
害
を
伴
う
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
者
を
対
象
と

し
て
、幅
広
い
一
般
的
な
疾
病

に
つ
い
て
被
爆
者
と
同
等
の

医
療
費
助
成
を
行
う
た
め
、そ

の
医
療
受
給
者
証
の
交
付
に

関
す
る
審
査
会
経
費
や
医
療

費
助
成
等
の
経
費
を
増
額
す

る
も
の
。

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付

金
給
付
事
業
費

…
22
億
２
４
７
万
２
千
円

　物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
生
活
者
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、個
人
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
３
万
円
、及
び

同
世
帯
の
う
ち
、子
育
て
世
帯

に
つ
い
て
は
子
ど
も
１
人
当

た
り
２
万
円
の
現
金
を
加
算

し
、可
及
的
速
や
か
に
支
給
す

る
も
の
。

【
対
象
】

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

主
な
補
正
予
算
の
内
容

主
な
補
正
予
算
の
内
容

恵の丘原爆ホーム

い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職

【
議
会
】

g

総
務
委
員
会
委
員

g

議
会
運
営
委
員
会
委
員

g

核
兵
器
廃
絶
長
崎
市
議
会
議

員
連
盟
会
長

【
行
政
】

g

長
崎
市
社
会
福
祉
審
議
会
委
員

【
地
域
】

g

女
の
都
自
治
会
会
長

g

西
浦
上
東
部
地
区
自
治
連
合

会
副
会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協

議
会
顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後

援
会
副
会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西

浦
上
東
部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

瓊
浦
高
等
学
園
評
議
員

g

国
民
民
主
党
長
崎
県
連
副
代
表

やさしい街づくり！元気な長崎！
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　五  

輪  

清  

隆

　長
崎
市
の
人
口
減
少
は
、
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る
社
会
減

と
死
亡
者
が
出
生
者
を
上
回
る
自
然
減
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　自
然
減
の
主
な
要
因
は
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
死
亡
者
の
増
加

に
加
え
、
未
婚
化
や
晩
婚
化
・
経
済
的
負
担
な
ど
に
起
因
す
る
出

生
数
の
低
下
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　長
崎
市
は
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
者
の
減
少
・
転
出
者

が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
出
生
数
の
減
少
に
も
拍
車
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　そ
の
結
果
、
年
々
人
口
が
減
少
し
て
、
昨
年
10
月
現
在
で
38
万

８
５
０
０
人
と
な
り
、
人
口
減
少
に
よ
り
地
域
経
済
の
縮
小
や
様
々

な
産
業
の
担
い
手
不
足
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
地
域

行
財
政
運
営
へ
の
悪
影
響
な
ど
多
く
の
社
会
的
・
経
済
的
な
問
題

が
益
々
深
刻
に
な
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
転
出
超
過
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
出
生
数
を
増

加
さ
せ
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
議
会
の
中
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　長
崎
市
は
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の
財
政
状
況
を
試
算
し
た

「
中
期
財
政
見
通
し
」を
公
表
し
ま
し
た
。
収
支
は
最
初
の
４
年
間

は「
赤
字
」を
見
込
み
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
た
め「
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
」が
続
く
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は

「
ご
み
処
理
施
設
」「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
」「
文
化
施
設

の
事
業
開
始
」が
想
定
さ
れ
る
た
め
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は

今
後
も
火
葬
場
の
整
備
・
市
民
会
館
・
市
民
プ
ー
ル
建
設
も
あ
り

ま
す
の
で
、
長
崎
市
が
想
定
し
て
い
る
以
上
に
厳
し
い
状
況
に
な

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
な

い
よ
う
に
財
政
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
年
も
、
長
崎
市
の
市
政
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
の
で
皆
さ

ま
方
の
旧
に
倍
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
良

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
皆
様

方
に
は
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
も
昨
年
は
２
月
議
会
で
会
派
代
表
質
問
・
11
月
議
会
で
個
人

質
問
を
行
い
、
長
崎
市
の
諸
課
題
に
つ
い
て
市
長
・
理
事
者
と
質

疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　長
崎
市
が
直
面
し
て
い
る
最
重
要
課
題
は
人
口
減
少
、
財
源
不

足
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令和6年11月29日、多くの皆さんが傍聴する中、一般質問を行いました。

重
要
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ま
す

重
要
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す



11月29日　一般質問を行う！11月29日　一般質問を行う！
１． 新たな文化施設の整備について
２．長崎市火葬場の建て替え計画について
３．市民会館の今後の在り方について
４．長崎ロープウェイ駅舎の借地賃料について
５．小中学校の給食費の無償化について

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

査
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
調
査

結
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
今
月
８
月
に
実
施
し
た

対
話
の
結
果
、
17
者
の
民
間
事
業

者
か
ら
様
々
な
観
点
か
ら
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
新
た
な
文
化
施

設
の
整
備
手
法
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に

す
る
こ
と
や
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
文

化
施
設
利
用
者
の
利
便
施
設
を
整

備
す
る
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　新
た
な
文
化
施
設
の
整
備
用
地

以
外
の
用
地
の
活
用
方
法
や
新
た

な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
民
間
収
益

施
設
の
提
案
で
は
、
定
期
借
地
等

に
よ
る
商
業
施
設
・
ホ
テ
ル
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ア
イ
デ
ア
レ
ベ
ル
の
提
案

に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
提
案
事
業
者
と
の
対
話
を
行

い
ま
す
。

２
．
長
崎
市
火
葬
場
の
建
て

替
え
計
画
に
つ
い
て

   

質  

問
　
長
崎
市
新
火
葬
場
整
備

基
本
構
想
で
は
令
和
17
年
度
ま
で

に
供
用
開
始
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、①
建

設
場
所
の
決
定
は
今
年
３
月
議
会

で
令
和
６
年
度
の
早
い
時
期
に
向

け
て
作
業
を
し
て
い
る
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
が
建
設
候
補
地
は

庁
内
決
定
さ
れ
た
の
か
　
②
令
和

３
年
１
月
に
学
識
経
験
者
・
産
業

関
係
団
体
・
市
民
活
動
団
体
・
福

祉
関
係
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
長

崎
市
火
葬
場
整
備
計
画
審
議
会
を

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
ま

で
の
審
議
会
で
の
建
設
場
所
の
協

議
状
況
　
③
過
去
５
年
間
の
火
葬

件
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
昨
年
度
、
建
設
予
定
地

の
選
定
に
関
す
る
検
討
を
行
う
専

門
部
会
を
設
置
し
、
専
門
的
な
視

点
を
有
す
る
土
木
お
よ
び
都
市
計

画
分
野
の
学
識
経
験
者
２
名
を
臨

時
委
員
と
し
て
追
加
し
て
、
今
年

３
月
以
降
、
専
門
部
会
を
５
回
、

審
議
会
を
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　審
議
会
の
中
で
は
、
も
み
じ
谷

葬
斎
場
の
現
状
や
近
年
整
備
さ
れ

た
県
内
の
火
葬
場
に
つ
い
て
、
周

辺
環
境
を
含
め
た
立
地
や
施
設
の

配
置
、
火
葬
炉
等
の
整
備
等
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
行
い
利
用
者
の

利
便
性
や
安
全
の
確
保
、
周
辺
環

境
、
財
政
面
な
ど
に
関
し
て
様
々

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　候
補
地
は
火
葬
場
と
い
う
施
設

の
特
殊
性
も
勘
案
し
、
周
辺
住
民

等
の
理
解
を
得
て
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
周
辺
住
民

の
方
々
へ
丁
寧
に
説
明
を
行
い
適

切
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　過
去
５
年
間
の
火
葬
件
数
は
、

令
和
元
年
度
が
５
８
４
９
件
で
令

和
５
年
度
が
６
７
０
４
件
と
な
っ

て
お
り
、
５
年
間
で
８
５
５
件
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
市
民
会
館
の
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て

   

質  

問
　
市
民
会
館
は
文
化
ホ
ー

ル
・
市
民
体
育
館
・
中
央
公
民
館

な
ど
を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
、

昭
和
48
年
４
月
に
建
設
さ
れ
51
年

が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
建
て
替

え
も
含
め
て
の
検
討
状
況
お
よ
び

年
間
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

  

答  

弁
　
文
化
ホ
ー
ル
は
現
在
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
、
新
た
な
文
化

施
設
の
整
備
後
に
廃
止
す
る
方
針

と
し
て
い
ま
す
。

　市
民
体
育
館
は
市
内
で
大
規
模

な
大
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
に
、

複
数
の
競
技
が
同
時
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
継
続
し
て
の
配
置
が

必
要
で
あ
り
、
市
民
体
育
館
お
よ

び
諏
訪
体
育
館
の
建
替
え
の
際
は
、

施
設
の
規
模
・
機
能
の
見
直
し
を

含
め
、
両
施
設
の
機
能
を
集
約
す

る
形
で
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

　維
持
管
理
費
は
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
に
な
っ
て
お
り
、
委
託

料
と
し
て
年
間
で
１
億
６
２
１
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

４
．
長
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅

舎
の
借
地
賃
料
に
つ
い
て

   

質  

問
　
長
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅

舎
の
借
地
契
約
は
土
地
所
有
者
と

平
成
10
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま

で
の
30
年
間
で
、
賃
料
は
３
年
ご

と
に
８
％
増
額
す
る
契
約
に
な
っ

て
い
ま
す
が
双
方
契
約
解
除
の
意

思
表
示
が
な
い
場
合
は
最
長
20
年

間
期
間
延
長
で
き
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
30
年
間
の
契
約
満
了
ま
で

３
年
で
す
が
双
方
契
約
意
思
表
示

は
確
認
し
た
の
か
、
契
約
す
る
場

合
は
何
年
延
長
す
る
の
か
。

　
契
約
延
長
す
る
場
合
は
、
借
地

賃
料
は
周
辺
の
土
地
の
評
価
額
で

交
渉
す
る
べ
き
と
要
望
し
て
い
ま

し
た
が
土
地
所
有
者
と
の
交
渉
状

況
と
土
地
所
有
者
と
の
交
渉
期
限

お
よ
び
現
時
点
の
借
地
の
土
地
評

価
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
現
在
の
契
約
で
20
年
間

継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な

契
約
を
締
結
す
る
方
向
で
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
、
土
地
の
所
有
者

と
の
令
和
10
年
度
以
降
の
土
地
賃

貸
借
に
係
る
交
渉
期
限
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
契
約
は
令
和
10
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
次

期
土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結
が
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　借
地
賃
料
は
現
契
約
で
は
、
契

約
前
の
賃
料
に
対
し
８
％
を
増
額

す
る
賃
料
で
改
定
し
、
以
降
３
年

ご
と
に
同
様
の
改
定
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
た

な
契
約
で
は
不
動
産
鑑
定
評
価
額

に
よ
り
算
定
さ
れ
た
額
を
積
算
根

拠
と
し
た
賃
料
と
な
る
よ
う
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
現
時
点
で
の
土
地
評
価

額
の
調
査
は
令
和
３
年
度
に
不
動

産
鑑
定
評
価
を
実
施
し
、
令
和
３

年
４
月
１
日
時
点
で
の
土
地
価
格

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
土
地
所
有
者
と
契
約
を
締
結

す
る
際
に
は
、
直
近
の
土
地
価
格

の
調
査
に
基
づ
き
算
出
し
た
評
価

額
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

５
．
小
中
学
校
の
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

   

質  

問
　
市
長
は
選
挙
公
約
と
し

て
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
長
崎
市

独
自
の
無
償
化
に
向
け
た
取
り
組

み
と
費
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
学
校
給
食
費
は
消
費
税

増
税
や
物
価
上
昇
は
あ
っ
た
も
の

の
、
平
成
20
年
度
か
ら
小
学
校
は

年
間
４
１
，８
０
０
円
、
中
学
校
で

は
年
間
４
８
，４
０
０
円
と
学
校
給

食
費
を
据
え
置
き
つ
つ
、
保
護
者

が
負
担
す
る
食
材
費
の
範
囲
に
収

ま
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
献
立
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
以
降
の
急
激
な
物

価
上
昇
に
よ
り
学
校
給
食
の
食
材

価
格
も
高
騰
し
ま
し
た
が
、
長
崎

市
は
食
材
価
格
高
騰
分
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
か
ら
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
保
護
者
負
担
を
据
え
置

い
て
い
ま
す
。

　無
償
化
は
自
治
体
間
で
差
異
が

あ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
全

国
一
律
の
制
度
と
な
る
よ
う
に
国

や
県
に
対
し
て
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
要
望
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

　長
崎
市
が
市
立
小
中
学
校
の
学

校
給
食
費
無
償
化
を
行
っ
た
場
合
、

令
和
６
年
度
予
算
ベ
ー
ス
で
約
14

億
円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 現在の長崎市火葬場

市民会館

長崎ロープウェイ駅舎周辺

１
．
新
た
な
文
化
施
設
の
整

備
に
つ
い
て

   

質  

問
　
今
年
３
月
の
本
会
議
で

の
答
弁
で「
新
た
な
文
化
施
設
」整

備
場
所
は
当
初
予
定
通
り
の「
市
庁

舎
跡
地
が
最
適
」と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
が
、
市
長
は
新
た
な
提
案
と
し

て
長
崎
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

の
で
、
市
庁
舎
本
館
跡
地
・
長
崎

市
桜
町
駐
車
場
・
桜
町
公
園
・
市

庁
舎
別
館
跡
地
を
含
め
た
官
民
連

携
の
手
法
に
よ
る
民
間
活
力
に
つ

い
て
の
可
能
性
等
を
把
握
す
る
た

め
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
目
的

　
今
回
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
は
、市
庁
舎
本
館
跡
地
及
び
そ

の
周
辺
に
お
け
る
地
域
活
性
化

や
長
崎
市
の
財
政
負
担
軽
減
に

資
す
る
こ
れ
ら
用
地
の
活
用
に

向
け
た
整
備
事
業
に
つ
な
げ
る

た
め
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民

間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
、直
接

の
対
話
に
よ
り
、市
場
性
の
有
無

や
実
現
可
能
性
、ま
た
、民
間
事

業
者
の
参
入
意
欲
や
参
入
し
や

す
い
条
件
等
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
給
食


